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～ サポーター の こころ を 結ぶ ～ 

認知症サポーターキャラバン情報紙 

敬老の日を祝う高齢者への花のプレゼント制作風景（寿山校区）



企業の取り組み（案 

 

エフコープは、福岡

県下約 45 万人の組合

員組織で、北九州市内

に支所６ヶ所、店舗７

ヶ所が存在し、市内の

スタッフ 746 名、組合

員約 122,000 名。 

（2010 年 1 月時点） 

スタッフは組合員・

地域住民と日頃から関

わりをもち、業務を行

っています。 

志井店での養成講座受講風景 

■ 受講のきっかけ 

厚生労働省が推奨する「認知症サポーター養

成講座」は、認知症についての正しい知識をも

ち、誰もが暮らしやすい地域をつくる認知症サ

ポーターを養成するために開催されています。

エフコープは「ともに生き、ともにつくる、

くらしと地域」の理念のもと、この趣旨に賛同

し、働くスタッフだけでなく、組合員に対して

も積極的に受講に取り組んでいます。 

なかでも、東支所（配達区域：戸畑・八幡東

区）では、2006 年から「子ども 110 番」の

取り組みを始め、地域での見守りを行っていま

す。「認知症サポーター」が地域で広がっている

ことを知り、「地域を見守る」という視点から、

エフコープで最初に養成講座を受講しました。
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、北九州市内で 15 回、

スタッフ・組合員 364

名が認知症を理解した

「認知症サポーター」と

なっています。 

2010 年春には、北九

州市内の２つの支所で

の受講が計画されてい

て、北九州市内全ての支

所での受講を終える予

定となっています。 

■ 受講後の感想 

受講者からは、「知っているのと知らないのと

では大きな違いがあると思う。」や「自分の家族

や近所の方へも心にゆとりを持って接すること

ができるようになった。」「地域に出ている私た

ちがご近所と一緒になって、認知症の人をサポ

ートしたい。」などの声も届いています。 

■ 今後について 

働くスタッフだけでなく組合員にも、もっと

広げるために、各地で開催し、まちの見守り役

として活動を広めていくこととします。 

■ 受講後の取り組み 

東支所の受講をきっかけに、北九州市内の事

業所の受講へとつながり、現在では受講を証明

する「認知症サポーターのいる店・事業所ステ

ッカー」を、３支所（東支所・小倉南支所・八

幡西支所）の配達トラックに貼り、配達中も認

知症サポーターとして活躍しています。 

配達トラックに貼っています！ 

「認知症サポーターのいる店・事業所」 

ス テ ッ カ ー 

■ 認知症サポーターの現状 

現在（2009 年 12 月末）ま

でに、エフコープにて開催され

た「認知症サポーター養成講座」 

② 

また、エフコープ店舗での受

講も行い、スタッフによる来店

者対応にもつながっています。 




